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次の文を読んで設問に答えなさい。 

「 こころ はどこにあるか」と尋ねられたら，みなさんはどう答えますか？

 日本語では，こころが傷ついたとき「 胸 が痛む」と言ったり，こころのありようを探

るさいに「 胸 に手を当てて考える」などと表現します。

 英語の“heart”も「こころ」，「心臓」と訳されることがあるため，こころの在りかは胸の

あたりという印象が強いかもしれません。確かに，不安や恐怖を感じると心臓が激しく脈

打ちますし，極度に緊張し，強いストレスを感じると，心臓がぎゅっとつかまれたように

なることもあります。

 しかし，科学的に見たとき，「こころは 脳 にある」と考えます。心臓がドキドキした

り，胃が痛んだりするのは，脳の指令でホルモンが分泌され，心臓や胃などの臓器に影響

を与えるからです。

 喜怒哀楽といった感情はもちろん，ものの見方や考え方，周囲の人たちや社会とのかか

わり方，思いがけないことや困難なことに出会ったときの対処の仕方など，わたしたちの

毎日の もっと言えば，いままさに呼吸し存在している，この一瞬の 思考や行動を

支配しているのは，頭のなかにある臓器，「脳」なのです。

 その脳が，過度なストレスによって 物理的 に傷つくということをご存じでしょうか。

わたしは 30 年近く小児精神科医として子どもの発達に関する臨床研究を続けてきまし

た。大人の不適切なかかわりによって，子どもの脳が変形するということが，長年のリサ

ーチから明らかになってきたのです。

 生まれたときはわずか 300 グラムしかない人間の脳は，ゆっくりと成長し，時間をかけ

て生きるすべを習得していきます。その発達過程において，脳には外部からの影響を受け

やすい，非常に大事な時期があります。胎児期，乳幼児期，思春期です。こうした

（１）人生の初期段階に，親や養育者といった身近な存在から適切なケアと愛情を受ける

ことが，脳の健全な発達には必要不可欠です。

 しかし，この時期に極度のストレスを感じると，子どものデリケートな脳は，その苦し

みになんとか適応しようとして，自ら変形してしまうのです。生き延びるための防衛反応

だともいえます。これは悲しく，そして驚くべき事実です。

 その結果，脳の機能にも影響がおよび，子どもの正常な発達が損なわれ，生涯にわたっ

て影響をおよぼしていきます。

 たとえば衝動性が高く，キレやすくなって周囲の人たちに乱暴をはたらいたり，非行に

走ったりする場合があります。あるいは，喜びや達成感を味わう機能が弱くなるせいで，

より刺激の強い快楽を求めるようになり，アルコールや薬物に依存することもあります。

 子ども時代に愛され，褒められる経験が少なかった人たちは，自己肯定感や自立をつか

さどる機能がうまくはたらかず，抑うつ状態になったり，自傷行為を繰り返すこともあり

ます。

 こうした症状は，子どものころから断続的に現れるケースもありますが，つらい体験か

ら時間が経過したあとで急に出現する場合も少なくありません。成人して仕事を始めたと

き，あるいは家庭をもったときに発症すれば，自分だけでなく，周囲の人たちも苦しめる

mfujita
長方形

mfujita
タイプライターテキスト
著作権の関係上、この部分は公開しておりません。



ことになります。これは，安心と安全が確保された場所で子ども時代を過ごしていた人な

らば，決して味わうことのない苦痛です。

（中 略）

虐待という言葉がもつ響きは強烈で，ときにその本質を見失うおそれがあるため，わた

したちの研究では，強者である大人から，弱者である子どもへの不適切なかかわり方を，

「虐待」とは呼ばずに「マルトリートメント（maltreatment）」と呼んでいます。

言葉による脅し，威嚇
い か く

，罵倒，あるいは無視する，放っておくなどの行為のほか，子ど

もの前で繰り広げられる激しい夫婦げんかもマルトリートメントと見なします。

 日々，子どもと接するなかで，こうしたマルトリートメントがまったくないという家庭

など存在しないでしょう。

 しかしながら，マルトリートメントの強度や頻度が増したとき，子どもの小さなこころ

は確実に傷つき，成長過程の脳は変形する可能性があることを，わたしたち大人は見逃し

てはいけません。

 これまで，学習意欲の低下や非行，うつ病や摂食障害，統合失調症などの精神疾患は，

主に生来的な要因がもとで起こると考えられてきました。しかし，脳科学の研究が進むに

つれ，子ども時代に受けたマルトリートメントが脳に悪影響をおよぼし，結果，こうした

症状が出現，もしくは悪化することが明らかになってきています。

社会に適応しづらい青少年や成人が生まれる背景には，子ども時代に受けたマルトリー

トメントがあったのです。 

（出典：友田明美著 NHK 出版新書 523「子どもの脳を傷つける親たち」NHK 出版（2017 年）

より抜粋，一部改変） 

問１．（中略）以前の文章について，125 字以上 150 字以内で要約しなさい。 

問２．下線部（１）について，適切なケアと愛情とはどのようなものか，あなたの考えを 

200 字以内で述べなさい。 

問３．マルトリートメントの強度や頻度が増す背景について考察し，400 字以内で述べな

さい。 
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